
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）当社は、22年３月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、22年３月期第１四半期の記載

及び23年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率の記載をしておりません。 
  
（２）財政状態 

  
２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

   当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では平成23年３月期の第

２四半期末日及び期末日の配当予定額は未定であります。 
  
３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,505  －  61  －  52  －  △57  －

22年３月期第１四半期  －  －  －  －  －  －  －  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △15  43  －  －

22年３月期第１四半期  －  －  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  3,830  777  20.3  208  47

22年３月期  3,540  835  23.6  223  91

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 777百万円 22年３月期 835百万円

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －       0 00 －      0 00  0  00

23年３月期 －      

23年３月期（予想） －      －      －       －      

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  3,072  52.6  99  －  71  －  53  －  14  32

通期  7,021  33.9  622  32.4  561  42.0  326  44.8  87  64



４．その他（詳細は、［添付資料］P.3「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

 (注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

  （注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係

る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

    

 ※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績予想

に関する定性的情報」をご覧ください。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 3,730,000株 22年３月期 3,730,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 44株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 3,729,999株 22年３月期１Ｑ －株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国の経済状況は、アジア向けを中心とした輸出の増加等を背景に、国内景気

の持ち直しはみられるものの、依然として雇用情勢や個人消費にも改善がみられないことから、未だ先行きが不透

明な状況となっております。  

 このような環境下、当社は「施設スタイルにこだわらない都市型ブライダルオペレーター」として、東京23区お

よび政令指定都市に展開した挙式・披露宴施設の運営を継続してまいりました。 

 既存施設においては、顧客である新郎新婦や列席されるゲストに対する「施設の貸し切り感」、「オリジナル

感」の演出をより強化し、顧客満足度の向上を目的として、「ラグナスイート ホテル＆ウェディング」（栄事業

所）の改装工事を行い、平成22年４月にチャペルを増設することで、これまでチャペル数１、バンケット（披露宴

会場）数３であった施設を、チャペル数２、バンケット数３に改装いたしました。 

 また、新規施設として、専門式場スタイルである「ラグナヴェールＴＯＫＹＯ」（八重洲事業所）を平成22年５

月、東京都中央区にオープンいたしました。 

 さらに、接客ノウハウを全社的に共有する営業支援システムの運用に注力するとともに、より多くのお客様に喜

ばれるサービスの提供力向上を目的とした社内研修の実施や衣装・装花等の内製化事業の展開を通じて、接客力の

向上と業務効率の改善に積極的に取り組み、売上高の拡大と収益性の向上に努めてまいりました。  

 この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高 千円、営業利益 千円、経常利益 千

円、四半期純損失 千円となりました。  

  なお、平成22年３月期第１四半期累計期間においては、四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期の

比較増減につきましては、記載しておりません。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期会計期間末における資産総額は 千円となり、前事業年度末と比較して 千円の増加

となりました。その主な要因は、新規出店や既存設備の改装等により有形固定資産が 千円増加した一方

で、現金及び預金が 千円減少したこと等によるものであります。  

 当第１四半期会計期間末における負債総額は 千円となり、前事業年度末と比較して 千円の増加

となりました。その主な要因は、運転資金の借入による短期借入金が 千円、長期借入金（1年内返済予定の

長期借入金含む）が 千円それぞれ増加したこと、また資産除去債務が 千円増加した一方で、法人税

等の納付により未払法人税等が 千円減少したこと等によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末における純資産総額は 千円となり、前事業年度末と比較して 千円の減少

となりました。その主な要因は、四半期純損失に伴い利益剰余金が 千円減少したこと等によるものでありま

す。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は 千円とな

り、前事業年度末と比較して 千円減少となりました。 

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により支出した資金は 千円となりました。その主な要因は、税引前四半期純利益を 千

円、減価償却費を 千円計上したものの、法人税等の支払いが 千円あったこと、仕入債務が 千

円減少したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は 千円となりました。その主な要因は、新規出店に伴う有形固定資産の取

得による支出 千円、敷金及び保証金の差入による支出 千円があったこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により得られた資金は 千円となりました。その主な要因は、運転資金に充当するための短期借

入れによる収入 千円、長期借入れによる収入 千円があった一方で、長期借入金の返済による支出

千円、割賦債務・リース債務の返済による 千円の支出があったこと等によるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間の業績は順調に推移しており、平成23年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想

につきましては、平成22年５月６日公表の業績予想から変更はありません。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

1,505,121 61,776 52,620

57,572

3,830,087 289,898

389,692

90,156

3,052,519 347,501

300,000

59,772 149,897

165,122

777,567 57,602

57,572

1,089,153

90,156

106,585 17,524

90,232 173,009 49,674

311,333

307,064 4,444

327,762

300,000 150,000

90,228 21,857



   

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税引前四半期純利益は

千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円でありま

す。  

  

２．その他の情報

4,796 39,176

149,897



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,095,653 1,185,809

売掛金 12,925 15,566

原材料及び貯蔵品 12,776 11,621

その他 129,666 142,388

貸倒引当金 △313 △66

流動資産合計 1,250,708 1,355,318

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,492,824 1,104,037

その他（純額） 414,259 413,354

有形固定資産合計 1,907,084 1,517,391

無形固定資産 23,502 23,036

投資その他の資産   

敷金及び保証金 647,016 643,078

その他 1,775 1,362

投資その他の資産合計 648,791 644,441

固定資産合計 2,579,378 2,184,869

資産合計 3,830,087 3,540,188

負債の部   

流動負債   

買掛金 250,258 299,933

短期借入金 300,000 －

1年内返済予定の長期借入金 403,882 344,112

リース債務 75,195 71,050

未払法人税等 18,148 183,271

前受金 349,943 339,928

賞与引当金 30,169 －

その他 367,715 410,155

流動負債合計 1,795,313 1,648,451

固定負債   

長期借入金 654,377 654,375

資産除去債務 149,897 －

リース債務 223,487 238,615

その他 229,444 163,576

固定負債合計 1,257,206 1,056,566

負債合計 3,052,519 2,705,018



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 478,090 478,090

資本剰余金 436,090 436,090

利益剰余金 △136,581 △79,009

自己株式 △30 －

株主資本合計 777,567 835,170

純資産合計 777,567 835,170

負債純資産合計 3,830,087 3,540,188



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,505,121

売上原価 583,398

売上総利益 921,722

販売費及び一般管理費 859,946

営業利益 61,776

営業外収益  

受取賃貸料 2,040

協賛金収入 1,390

その他 1,045

営業外収益合計 4,476

営業外費用  

支払利息 12,636

その他 995

営業外費用合計 13,632

経常利益 52,620

特別損失  

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34,380

その他 715

特別損失合計 35,095

税引前四半期純利益 17,524

法人税、住民税及び事業税 14,769

法人税等調整額 60,327

法人税等合計 75,097

四半期純損失（△） △57,572



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 17,524

減価償却費 90,232

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） 247

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,169

受取利息及び受取配当金 △0

支払利息 12,636

固定資産除却損 715

売上債権の増減額（△は増加） 2,640

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,155

前払費用の増減額（△は増加） △6,626

仕入債務の増減額（△は減少） △49,674

前受金の増減額（△は減少） 10,015

未払消費税等の増減額（△は減少） △31,562

預り金の増減額（△は減少） △8,054

未払金の増減額（△は減少） 6,686

未払費用の増減額（△は減少） △26,549

未収入金の増減額（△は増加） △104

その他 2,857

小計 84,377

利息及び配当金の受取額 0

利息の支払額 △17,954

法人税等の支払額 △173,009

営業活動によるキャッシュ・フロー △106,585

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △307,064

敷金及び保証金の差入による支出 △4,444

その他 176

投資活動によるキャッシュ・フロー △311,333

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の増減額（△は減少） 300,000

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △90,228

株式公開費用の支出 △9,735

株式の発行による支出 △386

自己株式の取得による支出 △30

割賦債務・リース債務の返済による支出 △21,857

財務活動によるキャッシュ・フロー 327,762

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90,156

現金及び現金同等物の期首残高 1,179,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,089,153



 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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